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令和５年度第１回自立支援協議会こども部会 議事要旨 

 

１．開催日時 令和５年７月 18日（火）午後２時～午後４時 

２．開催場所 市役所４階 会議室Ｓ２・３（オンラインと併用） 

３．出席者  （委員）＊団体名のみ記載 

教育センター、こども発達センター、浦安市自閉症協会、浦安市肢体不自由児・者親の

会「どっこらしょ」、肢体不自由児きょうだいの会ぞうさん組、社会福祉法人パーソナル・

アシスタンスとも、社会福祉法人佑啓会、ＮＰＯ法人アリスのうさぎ、ＮＰＯ法人かぷ

あ、ＮＰＯ法人発達わんぱく会、いずみサービス株式会社、株式会社ミスランディア、 

千葉県立市川特別支援学校、千葉県立船橋夏見特別支援学校、千葉県立浦安南高等学校 

浦安市立小学校長会、母子保健課、こども家庭支援センター 

   （事務局）障がい事業課、障がい福祉課 

 

４．議事次第 

１．開会 

２．議題 

 （１）令和５年度の自立支援協議会について 

（２）令和４年度こども部会の振り返り 

（３）令和５年度こども部会の議題について 

  ①医療的ケア児について 

  ②こどもの暮らし（居場所）について 

  ③その他 

（４）医療的ケア児・きょうだい児やその家族について 

３．閉会 

 

５．配布資料 

議題１資料１   令和５年度の自立支援協議会について 

議題１資料２   令和５年度自立支援協議会スケジュール 

議題１資料３－１ 浦安市の課題と解決に向けて 

議題１資料３－２ 浦安市の課題と解決に向けて 

議題１資料４   自立支援協議会の新旧対照表について 

議題２      令和４年度こども部会の振り返り 

議題３      こどもの支援に関する課題について 

議題４      （当日資料）医療的ケア児・きょうだい児やその家族について 
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６．議事概要 

（１）令和５年度の自立支援協議会について 

■説明（事務局） 

事務局より令和５年度自立支援協議会及び浦安市障がい者福祉計画策定の概要、浦安市の課題

と解決に向けた各部会の協議内容等について説明した。 

■主な意見 

 委：障がい当事者の委員について、どのように募集がなされたか。 

 →事：広報紙などで公募し、応募のあった方の中から面接などを経て選出した。 

 委：プロジェクト型部会へ移行することについて、課題の選定や、部会数はどれくらいを想定

しているか。 

→事：３つくらいの部会にして、人数を今よりも小規模にして活発な議論を考えている。 

→委：どの部会も課題はたくさんあると思うので、人数を少なくするのであれば、部会数は減

らさないでいただきたい。 

 

（２）令和４年度こども部会の振り返り 

■説明（リーダー） 

リーダーより、令和４年度こども部会の協議内容について説明した。 

■主な意見 

 特になし 

 

（３）令和５年度こども部会の議題について 

■説明（事務局） 

事務局より、令和４年度の課題を踏まえて、令和５年度こども部会で協議したい内容（事務局

案）を説明し、意見聴取を行った。 

①医療的ケア児について 

②こどもの暮らし（居場所）について 

■主な意見 

委：浦安市として医療的ケア児（以下、医ケア児）に対してどのような政策を持っているか。 

→事：庁内でワーキンググループを開催しており、会議の過程を資料作成してお話ししていき 

たい。 

委：議論するにあたり、浦安市の医ケア児の人数や年齢構成といった基本的な統計データがな 

いと全体的な議論をするのが難しいのではないか。 

→事：事務局で把握している方については、リスト等を作成しており、そこからある程度の年 

齢や状態像別に分けることは可能。資料が作成できればお出ししたい。 

 

（４）医療的ケア児・きょうだい児やその家族について 

■説明（事務局・委員） 
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委員よりこども部会の中で見識を深めるために、委員からお話を伺い、意見交換を行った。 

①医療的ケア児やその家族について 

②きょうだい児やその家族について 

■主な意見 

 制度が充実してきた分、障がいのある人とそうでない人が明確に分けられるようになった

現状で、きょうだい児同士が交流を持てるような会ができて心強いと思った。 

 医ケア児の支援のために、採用を続けているが、小児の医療的ケア経験者が少なく、人材

の確保が難しい。 

 家族同士がコミュニケーションをとれる場所を、きょうだい児の会や親の会以外に、事業

所としても担っていく必要性を改めて感じた。 

 医ケア児の支援については看護師の手配が必須であるため、予約がベースになっており、

急遽の要望に応える体制を整えられないのが現状である。 

 事業所という垣根のないナースバンクのような、医療的ケアに対応した看護師を、派遣し

てくれるシステムがあるとありがたい。 


